






















































































































































































16 20 11 12 14 16 8 12 12 15
22 21 19










1.『中級から学ぶ日本語』の 25 課からすべての補助動詞を抜き出すと、その中に 13
の補助動詞の種類があった。




44 18 2 1 24 2 6 3 13
いる おく しまう いく くる みる やる あげる くれる くださるもらう いただくください
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持つ　＋ いる _ _ _ _
勤める　＋ いる _ _ _ _
話す　＋ いる _ _ _ _
見る　＋ いる _ _ _ _
育てられる＋いる _ _ _ _
書かれる＋いる _ _ _ _
言う＋いる _ _ _ _
聞く＋いる _ _ _ _
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通う＋いる _ _ _ _
売れる＋いる _ _ _ _
間違う＋いる _ _ _ _
沙汰する　＋ いる _ _ _ _


















































































































































































































としては英語で present participle と言う。進行中の働きを持ち主動詞を補助する。残り
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
補助動詞
＋補助動詞
ー補助動詞
「いる」と「ください」は補助動詞が外れると主動詞の意味が変化
するものである。
1．いる　　2. おく　3.
しまう　4. いく　5. く
る　6. みる
7. やる　8. あげる　9.
くれる　10.　くださる
11. もらう
12. いただく　13. くだ
さい
その他、下のグラフにあるように、『中級から学ぶ日本語』に 336 補助動詞のうち、
特別な補助動詞も見つけた。日本語の補助動詞は多様である。
『中級から学ぶ日本語』にある補助動詞
1
94%
2
2%
3
2%
4
1% 5
1%
1. て形を取る補助動詞　３１８
2. 重ねている補助動詞　８
3. 省略補助動詞　７
4. 補助動詞「おり」　３
5. 補助動詞「行く」　２
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学習者は中級レベルになって補助動詞の構造、意味を練習して、その複雑な補助動
詞の意味を理解する。インドネシア語に翻訳すると、対応する品詞がなく、なかなか
はっきりと意味が分からない場合もある。だが、日本語の補助動詞の理論的な説明を
理解すれば、文の意味は、すぐ分かるだろう。
それから、詳しい補助動詞の説明は、砂川有里子の本の中（教師と学習者のための
日本語文型辞典）でも、別々の所に書かれています。外国人学習者は補助動詞につい
て学ぶ時、詳しい補助動詞の説明を理解するのは、なかなか大変なことである。
私は、外国人の日本語学習者として、日本語の文法を理解するために、品詞分類を学
ばなければならないと思う。多くの品詞の中で、補助動詞は動詞からの発生で品詞的
にははっきりと位置づけられない。日本語文法を理解する上で重要な品詞だと考えら
れる。
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